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（公財）日本少年野球連盟 承　EJ４ー２０

株式会社スポーツマリオ　　　　　ベースボールマリオ　　　　　読売新聞社　　　　　報知新聞社

スポーツマリオ

第20回 日本少年野球

西　東　京　大　会
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主　 　催 公益財団法人 日本少年野球連盟 東京都西支部

後 　　援 読売新聞社、　　報知新聞社

公益財団法人 日本少年野球連盟 東日本ブロック

協 　　賛 株式会社スポーツマリオ、　 ベースボールマリオ

株式会社共同写真企画

開催期日 令和４年７月２４日（日）、３０日（土）、３１日（日）、８月６日（土）、７日（日）予備

開催球場 上柚木公園野球場、　小野路公園野球場、　府中工業高等学校

東京府中ボーイズ関東村グラウンド、　西多摩ボーイズ青梅グラウンド

参加チーム 中学部　２５　チーム

試合規則 トーナメント方式

２０２２年度公認野球規則及び連盟規定並びに大会規則による

参加資格 令和４年７月２４日現在の連盟登録済み中学生で

１チーム１１名以上２５名以内（ベンチ入り２５名）

開 会 式 行いません

表 彰 式 令和4年８月6日（土）　決勝戦終了後に行います（小野路公園野球場予定）

次世代を担う少年の健全育成を図ると共に、少年野球の啓発と普及発展に寄与する。
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大会実施要綱

大会趣旨



大会会長 岡　陽一 連盟常務理事（東日本ブロック　ブロック長）

大会委員長 川村　豊 東京都西支部　支部長

大会副委員長 澁谷　成喜 東京都西支部　副支部長

運営委員長 三浦　昭彦 東京都西支部　副支部長（八王子）

運営副委員長 小林　恵一  東京都西支部　副支部長（三鷹）

広報 井手本　昇 東京都西支部　理事

協力支部 上野　茂樹　　茨城県支部長 菅原　一浩　　栃木県支部長

岩瀬　正男　　群馬県支部長 野崎　国男　　埼玉県支部長

勝本　俊朗　　千葉県支部長 羽太　健一　　神奈川県支部長

新井　裕二　　山梨県支部長 加藤　隆紀　　長野県支部長

大会運営委員 渡木　恵介　　あきる野 岩本　至誠　　狛江

後原　敬子　　世田谷 勝　亜紀　　　 世田谷成城

坂本　観泰　　世田谷南 上田　豪　　　 立川

伊達　泰三　　東京ヴェルディ 石田　明義　　東京都市大学付属

松岡　辰峰　　東京府中 中川　美穂　　西多摩

戸板　郁彦　　八王子桑都 若林　孝之　　東村山中央

増田　宏記　　町田 森川　純彌　　武蔵多摩 

篠田　一貴　　武蔵野府中

大会事務局 三浦　昭彦 東京都西支部　副支部長（八王子）

大会会計 勘米良　聡 東京都西支部　副支部長、会計部長

会計監査　 加藤　輝之 東京都西支部　理事

審判部 青木　博 東京都西支部審判長

山下　浩史　 千葉　健男 前川　朋秋 本間　朗

早川　和明 部田　雅仁 木村　秀成 大嶋　義郎

小玉　剛久 南　克洋 佐藤　泰基 横山　孝行

黒島　修仁 岡本　宏和 藤浦　拓司 篠塚　和良

桐山　孝志 山内　敏正 岡　憲一 飯田　光男

田村　亮 中島　孝一

報知新聞 鈴木　智樹 ビジネス局　事業部
東京本社

大田　圭 ビジネス局　事業部

芝野　栄一　 ビジネス局　事業部
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大会役員



　１、 １チームの登録選手は１１名以上、２５名以内とする。

　４、 オーダー表記入選手２５名以内および登録された監督、コーチ、マネージャーのみベンチに入ることが出来る。但し、各種登録証
　　　 但し、各種登録証（監督、コーチ）および審査証（選手）を携帯していない場合は、いかなる場合でもベンチに入れないが、監督、
　　　 コーチは、試合開始までに間にあった場合は、審査のうえベンチ入りできる。また、選手は試合終了までに間にあった場合は、
　　　 その時点で審査のうえベンチ入りを認める。

　５、 マネージャーは同チームの帽子を着帽し、スポーツウェア、トレーニングシューズ等の野球に相応しい服装とする。
　　　 （Ｇパン、ハイヒール、サングラス等は禁止）

　６、 ベンチに入る者は、試合中のサングラスの着用を禁止するが、目に障害が有る場合は診断書を提出し、許可を得て着用すること
　　　 ができる。また、守備側の選手で太陽が目に入る場合は、事前に審判の許可を得てサングラスを着用することができる。

　７、 組合せ表の若番号が１塁側のベンチ、後番号が３塁側のベンチに入る。

　８、 監督（背番号６０）、コーチ（背番号５０）は選手と同じユニフォームを着用すること。なお、パンツはレギュラーパンツとし、ストッキング
　　　 が見えるように折り返す。（ロングパンツは禁止）また、頭髪はリーグの指導者に相応しい形とする。（極度の長髪、染髪は禁止）

　９、 試合開始時間６０分前に到着し、直ちにメンバー表を５部作成し、会場本部に提出し、所定の審査を受けなければならない。

 １０、 審判部は、メンバー表交換時に両キャプテンにより先攻、後攻をジャンケンで決める。

 １１、  試合開始時刻までにチームがグランドに現れないときは、球場責任者、責任審判員が協議して没収試合を宣告することができる。

 １２、 試合方式など
　　　  ①試合は７回戦で行い、４回終了をもって正式試合とする。
　　　  ②４回終了時１０点差、５回以降７点差の場合、コールドゲームとする。
　　　  ③７回終了後、同点の場合は延長戦に入るが、延長８回（決勝戦は１０回）あるいは試合開始から２時間（決勝戦は２時間２０分）
　　　　　 を超えては（どちらか早い方）新しいイニングに入らず、タイブレーク方式を実施する。

 １３、 降雨や視界不良などにより試合続行不可能となった場合、両チームが完了した均等イニングの総得点で勝敗を決する。
　　　  同点の場合は、最終イニング終了時点で出場していた選手全員で抽選とする。
　　　  尚、試合成立前に前述理由により試合続行不可能となった場合は、サスペンデッドゲームとする。

 １４、 投手の投球数は『中学生投手の投球数制限ガイドライン』による。

 １５、 指示、伝達
　　　  ①監督またはコーチの指示、伝達は１試合で攻撃２回守備２回の計４回とする。延長またはタイブレークに入った場合は、それ
　　　　   ぞれ１回の指示、伝達を認める。（選手の怪我や交代などの指示、伝達は回数に入らない）
　　　  ②守備側にて投手に対する指示伝達が３回となれば、自動的に投手は交代となり、その投手は他の守備位置についても良い
　　 　　  が再び投手として登板することができない。
　　　  ③内野手（捕手を含む）の２人以上が投手のところに行った場合は、１回に数える。
　　　  ④指示伝達は審判がタイムを宣告してから、おおよそ『３０秒』以内とする。
　　　  ⑤ １イニングで同一の投手に指示、伝達が２回となれば、自動的に投手の交代となる。その投手は他の守備位置につくことが
　　　　   出来るが、同一イニングでは投手として登板できない。ただし、新しいイニングに入れば再び投手として登板することができる。

 １６、 監督、コーチ及び選手は、審判のジャッジに対して、絶対に服従し、抗議することを厳禁する。但し、規則上の疑義の申し出に
　　　  ついては、監督または問題の当事者が、審判に説明を求めることができる。この場合「３分以内」とする。

 １７、 監督が選手にアドバイスをするときは、マウンドまで行き選手に指示を出せる。
　　　 （グランドに出るときは、ユニフォーム姿となり駆け足で往復すること、グランドコート着用は認めない）

 １８、 ２塁走者やベースコーチなどが投手のサインを盗んで、打者にコースや球種を伝達する行為を禁止する。

 １９、 ボール回しをするときは、一回りとし、最終野手はその位置から投手に返球する。また、打者が打撃を継続中に塁上で走者が
　　　  アウトになった場合は、ボール回しを禁止する。

 ２０、 投手は、走者をアウトにする意思がないのに、無用な牽制球を繰り返すとか、送球するマネを何度も繰り返す行為は試合の
　　　  スピーディーな進行の妨げになるため禁止とする。

 ２１、 各チームは同色のヘルメットを７個以上用意し、捕手の規定防具を２組を備えること。

 ２２、 ユニフォーム、バット、ボール、スパイク、グラブ、ヘルメット等は連盟指定業者の物を用意し、審査を受けること。
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大会規定(P1)

　２、 出場選手は、令和４年７月2４日現在の連盟登録済みの選手に限る。

　３、 資格審査にあたっては、大会本部にて選手登録名簿とオーダー表を照合の上、資格審査証と選手本人の照会を行う。
　　　 なお、審査証は本年度発行のものとする。



 ２３、 捕手は、ボールを受けるときは必ずヘルメットを含め規定防具一式を練習、試合を問わず着用すること。

 ２４、 球場（グラウンド）の都合で、大会トーナメント規定が別途制定されている場合はその規則に従うこと。

 ２５、 ベンチ内で、携帯電話の使用を禁止する。

 ２６、 光化学スモッグ、雷の発生の場合、試合および選手に対する措置は別に定め、運営委員の指示に従う。

 ２７、 試合前のシートノックは原則として５分間行うが、当該球場（グラウンド）の状況や試合終了時間を勘案して、シートノックを行うか
　　　  否かは球場責任者が決定するものとする。

 ２８、 ４回終了時にグランド責任者並びに審判員の指導の下、速やかにグランド整備を行う。（両チーム）

 ２９、 登録選手以外の２名をボールボーイとして、グランドに入れることが出来る。但し、常時ヘルメットを着用し、試合用ユニフォーム
　　　  は着用しない。

　　　　（注)  上記に示す以外は、２０２２年度公認野球規則並びに（公財）日本少年野球連盟規定を準用する。

　１、 球場に到着したチームは、速やかに大会本部にその旨を報告し、その際オーダー表「５部」を提出すること。
　　　登録原簿との照合を受けた後、球審の立会いのもとに攻守を決定する。２試合目以降のチームも登録原簿との照合を受けた後、
　　　審判の立会のもとに攻守を決定する。

　２、 グランドインから試合終了まで、監督、コーチ、マネージャー、登録選手以外はベンチに入ることが出来ない。

　３、 グランドインしたチームは球場責任者の指示のもと、速やかに試合前の練習を行うこと。グランドルールがある場合はそれに
　　　 従うこと。

　４、 試合開始前のシートノックは５分間とする。なお、守備位置につかずシートノックの補助をする登録選手はヘルメットを着用
　　　 すること。

　５、 試合進行を意図的に遅らせる行為と疑われる選手交代には注意を与える。

　６、 試合は大会規定で定められた時間内で行うことを目標にし、スピーディーな試合進行に努めること。

　７、 臨時代送は攻撃側選手に不慮の事故（頭部死球）などが起き、治療等に時間がかかるような場合、投手と捕手を除いた選手
　　　 のうち、その時の打者の前の打順の者とする。

　8、 手袋、リストバンド、エルボーガード、フットガードの使用を認める。打者が走者になった場合、これらのタイムは認めない。
　　　 ただし、打者走者が二塁ベースに到着した際に限り、これらの脱着のためのタイムは認める。（速やかにベースコーチが
　　　 とりにいくこと）

　9、 グランド内のブルペンで投球練習を行うときは安全対策上、打撃監視員を必ず１名おくこと。

 1０、 交代選手の準備運動は、バッテリー１組、野手１組とする。素振りは１名のみ容認（ベンチ横の外野側）ヘルメット着用のこと。
　　　「球場の施設に従い攻守のとき審判員の指示に従うこと」

 １１、 グランド整備は、両チーム５名に手伝わせる。（４回終了後のグランド整備を行う。ただし日没、天候等が心配懸念される場合は
　　　 球場責任者と責任審判員の判断によりしなくても良い）
　　　 ※グランド整備中は時計を止めないこととする。

 １２、 次試合の開始時間は（目安３０分後が目標）、球場責任者と責任審判員で決定する。

 １３、 攻撃、守備のタイム制限があるので、審判員がタイムをとったベンチと記録員に報告させ記録席において回数をチェックさせる。

 １４、 試合終了後、記録員は試合記録表に両チーム責任者または監督から確認のサインを必ずもらうこと。

 １５、 喫煙マナーについて。歩行喫煙、ポイ捨て厳禁、その他球場の規則に従うこと。

 １６、 ゴミは各自、各チームで持ち帰ること。

 １７、 通常の試合では登録選手、指導者、役員以外はベンチ内へ立ち入りはできませんが、試合後のベンチ入れ替わりをスムーズに
　　　  行う為に、消毒、荷物の運び出しは保護者の協力をお願いします。

 １８、 新型コロナウイルス感染症対策は連盟のガイドラインにより行う。
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大会規定(P2)

注意・確認事項
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